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年の瀬になって，一年が早く過ぎたことにあらためて驚いています。歳をとっ
たのを実感する時です。よく言われるのは，生きてきた時間が長くなればなるほ
ど，1年の長さは相対的に短く感じるという説です。もうひとつ，主観的な時の
流れは脳内ストップウォッチ機構が関係していて，その時間を刻むスピードが遅
くなるために相対的に外界の時間が早く流れると感じるという説もあります。い
ずれにしても，主観的な認識について実証的なエビデンスを得るのは難しいよう
ですが，こうしたテーマには何か惹かれるものがあります。
本号の特集では，病識・疾病認識をテーマとして取り上げました。まず，古典

的な病識論から広義の疾病認識にかかわるものまで，統合失調症，双極性障害，
神経発達症，認知症など疾患ごとに，気鋭の専門家が解説しました。次に，薬物
療法，心理教育，認知行動療法，リハビリテーションなどによる病識・疾病認識
獲得に向けた介入および介入時期に関する臨床的論考が続き，さらに自助グルー
プにおける当事者による疾病の体験や認識，司法精神医学における触法行為に対
する病識についても取り上げられています。これらを読めば，病識・疾病認識に
ついて，広い視点から概観できると思います。
「研究と報告」では，気分障害患者において JARTにより予測された過去の病
前 IQと現在の IQの一致度について検討し，両者の差分得点が現在の生活の質
を反映するという興味深い結果が報告されています。「短報」では，炭酸リチウ
ムとアンジオテンシン受容体阻害薬およびカルシウム拮抗薬の併用で横紋筋融解
症を来した症例が報告されています。「資料」として掲載された，大学病院の救
命救急センターにおける外傷自殺企図入院患者に関する報告は，連続例データを
用い，刺創と墜落によるものに分けて検討し，とても興味深い内容です。
フレッシュマンの頃，患者さんの持つ病識の多彩さ多様さについて興味を持ち

ました。医局の先輩に尋ねたところ勧められた論文がありました。それは，本誌
第 5巻(1963)2号に掲載された島崎と阿部による統合失調症の病識論「精神分裂
病の＜病識＞に関する一つのアプローチ」でした。病相期を回顧し判断する人格
意識の変化から論じられていたことに非常に感銘を受けたことを懐かしく思い出
します。本誌には人間学的精神医学のレガシーが多くあります。 (M.U.)
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